132.その情報，本当に大丈夫？
１．指導対象
　　小学校・中学校・保護者
２．教科・科目
　　社会科、学級活動、技術・家庭科（技術分野）、総合的な学習の時間、各教科等
３．指導意図
近年、地震、台風等、様々な災害が起きている状況がある。情報化が進んだ現代においては、ひとたび災害が発生すると、正しい情報だけではなく誤った情報が流れ、社会問題になる時がある。時には、誤った情報のために避難が遅れるなど、命の危険を生ずる可能性もある。更に災害発生時には、落ち着いた情報収集や行動が求められるが、適切な情報収集や判断をすることが難しくなることも考えられる。
本事例の学習を通して、インターネット上で信頼できる情報収集の方法を知り、万が一災害が発生した緊急時にも落ち着いて対処できるような態度の育成にもつなげたい。
４．指導目標
①　インターネットを活用して信頼できる情報や複数の情報を確か正しい情報を得る方法を知る。
②万が一災害が発生する等の緊急時において、落ち着いて対応する態度を育む。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入
〇近年起きた日本の災害にはどのようなものがあったのかを確認する。
〇災害が起こったときの情報収集で、気をつける点などを予想する。

	○被災した家族がいないかどうか等に配慮しながら進める。
〇発言内容を板書等する。
〇題材を板書等する。


	（２）展開
○本事例を暗転するところまで視聴する。
○災害が発生したときには、どのような情報が流れるかを考える。
○緊急時の人の心はどのような心の状態となりそうか考える。
○学習課題　まとめ１/２から、正しい情報判断を進めるために大切ことを考える。
○「ポイントはここ！」を通して、課題のポイントを確認する。
実際に次の①、②を確認する。
①複数の情報を見比べる
②気象庁や官公庁関係など，信頼できる
情報源サイトを確認する。
○‟もしもの時”に、知っておく必要があることを確認する。

	
○地震で画面が揺れる場面が含まれることにも触れ配慮する。
（板書）
・災害の状況や避難する必要があるか
・誤った情報やデマなど
（板書）
・不安感、緊張感が高まり、誤った情報に惑わされやすくなり、判断が難しくなる等
○学習課題　まとめ１/２の画面を示し、災害発生時に、焦らず、情報を判断するにはどうすればよいのか気付かせる。
〇「ポイントはここ！」の画面を示し、
正しい情報収集の仕方を確認する。
災害時の情報収集以上に、日頃から正しい
情報収集を進めることが大切であること
に気付かせる。
○‟もしもの時”に、知っておく必要があることについて紹介する。


	（2） まとめ
○大地震など、予期せぬ災害にあってしまったとき、どうすればよいのかを、本時の学習を振り返りながら考える。
	〇考えの交流や発表を促しながら、災害時及び日常的な正しい情報収集の方法を確認する。


６．その他（本事例「解説」を参考）
（落ち着いて情報を確認するためには）
・日頃から，官公庁関係のホームページなどを閲覧して，信頼性の高い情報源を確認しておくことが大切。
・各自治体等の防災サイトや防災アプリなどにより，信頼できる情報源を具体的に確認しておくとよい。
・２０１１年３月１１日に起きた、東日本大震災の時に、安否確認等の電話がつながりにくくなったために、インターネットにより既読等の表示により安否確認ができるSNSサービスなどが開始された。
７．参考（ネット社会の歩き方関連動画）
・動画NO9「うわさやデマを発信しない」
・動画NO99「フェイクニュースにはだまされないぞ！」
大地震など、予期せぬ災害にあってしまったとき、どうすればよいのでしょうか？









